
様式（第３条関係） 

 

東京都とうきょうすくわくプログラム推進事業活動報告書 

 

所在地 東京都千代田区内神田 2-1-13 

園 名 ベネッセ内神田保育園 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール 

３．活動のために準備した素材、道具及び環境の設定 

木・自然 

 

環境設定：屋上にのこぎり、やすりコーナーの設置 

     保育室内に制作コーナーの設置 

     １F ホールに積み木コーナーの設置 

使用道具：のこぎり、紙やすり、鉄やすり、ボンド 

使用素材：木の枝、木っ端、麻ひも、積み木 

・日ごろ子どもたちが触れている木製品（積み木）に着目し、そこから自然・木に興味

関心を深める為、【自然・木】をテーマとして設定。 

 

主に幼児クラス（３～5 歳異年齢）が散歩の時間（９：００～１２：００）に活動を行

う。散歩で持ち帰った枝や木を削ったり切ったりして遊ぶ。子どもの声から活動日を設

定する。積み木は自由遊びとして保育室内に環境を常設しながら、子どもの興味が高ま

った際に１F ホールでの遊びを開始した。 



４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり〉 

 

５．振り返り 

＜振り返りによって得た職員の気づき＞ 

 

 

①サークルタイムにて子どもたちに身近にある木製品はどのように作られているかを問う 

②日比谷公園に行き、木を拾ったり、紙に模様を写して遊ぶ 

③拾った木にやすりがけをし、つるつるになっていく様を体験する 

④のこぎりを使って細かく切る 

⑤組み合わせて遊ぶ 

⑥積み木遊びを行う。 

 

 

 

・子どもたちが自ら興味を持ち、取り組み始めた物事に対しての探求心が強く、「子ども主

体」の大切さを改めて感じた。 

・興味が下降気味になった際も環境を用意する事でまた再燃し、継続できた。 

・一つの取り組みについて大人同士で密に話し合い連携をとって活動を展開させていく楽

しさに気が付いた。 

・同じ題材で長期間遊びこむことで子どもの関心や疑問が変化していく様子を捉える

ことが出来た。 

・一つの活動を継続的に行う事で他の活動（あそび）においても、その先を考えたり、

話したりすることにつながり、子どもも大人も楽しさからどんどん広がっていった。 

・「できない」ではなく、「どうやったら出来るか」と考えるようになった。 

・子どもの想像力が豊かで、迷うことなく木っ端で作品を作っていた。 

 

・日比谷公園での木の幹や枝の感触を確かめながら「ザラザラしている」「皮がフワフワ」

などの声が聞かれた。やすりで削ると「つるつるになった」「木のにおいがする」「中は白い

ね」と素材の変化をそれぞれの感性で捉えていた。保育者は保育ウェブを用いて子どもの

言葉を視覚化しながら興味を広げられるようかかわった。環境を細目に変化させることで

子どもの興味が途切れないようにした。 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 



 


